
今号のビッグニュース
開校初！ 青陵祭体育の部を屋内開催に切り替え（12 面）

同 窓 会 だ よ り

令和６年12月25日発行岡山県立倉敷青陵高等学校同窓会
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　４月に校長として赴任いたし
ました泉浩明と申します。同窓
生の皆様には、平素より母校に
対する深い愛情とともに、多大
なご支援とご協力を賜り心より
感謝申し上げます。

　本校の使命は創立以来、諸先輩方が大切にし
てこられた「自主・責任・挑戦」の志を受け継

ぎ、「文武不岐」「自主自律」の精神を土台に、
社会の発展に貢献できる人材を育成することで
あると考えております。
　この使命を果たし、同窓生の皆様方にとって
青陵高校が「誇れる母校」として在り続けるよ
う、今後も教職員が一致団結し教育の充実に努
めてまいります。どうぞ母校への変わらぬご支
援を賜りますよう、お願い申し上げます。

　災害級の暑さといわれる日本列島でした
が、今年も県内外のＯＢ・ＯＧ約200人が元気
に集いました。
　総会では岡田展弘会長（25期）が「暑い中、
ご参加いただき、ありがとうございました。
当番幹事の方々ご
苦労さまでした。
ごゆっくり涼んで
いってください」
とあいさつ、泉浩
明名誉会長（校長）
が「お招きいただ
き、ありがとうご
ざいます。現役は
定員320人ですが
75％の240人が国
公立大学に合格、
部活も今夏、イン
ターハイへ剣道部女子、競技かるた部も全国
大会へ出るなど文武不岐の精神で頑張ってい
ます。グローバルに活躍する人材の育成に努
めています」と、学校の現状報告をしてくれま
した。
　議事では2023年度行事・決算報告と監査報
告を承認、2024年度の行事・予算を審議して
原案通り承認されました。
　会計面の変更点として、同窓会だよりに

掲載の広告収入を、2024年度より
従来の「総会会計」から「同窓会だよ
り会計」に繰り入れることとしまし
た。同窓会だよりの発行・配布に役立
てるためです。

　総会を終え
懇親会に移る
前に、司会者・
妹 尾（ 旧 姓 小
郷 ）美 穂 子 さ
ん ＝31期 ＝
の歌のミニコ
ンサートがあ
り、のびやか
な美声に聞き
入りました。
　 懇 親 会 で

は、久々に会っ
た同期や先輩・後輩、先生方と積もる
話を繰り広げ、愉快なひとときを過
ごしました。
　あっという間にフィナーレとな
り、「このために来た？」という東京青陵会顧
問・武本幸寿さん（25期）のリードで校歌を全
員で大合唱、閉会しました。
□…当番幹事の5、15、16、25、35、36期の皆さん、
ご苦労さまでした。

社会の発展に貢献できる人材を

校長　泉　浩明 （名誉会長）

旧友と再会、盛り上がる同窓会本部総会の懇親会

　
　   

退
任  

内
田
博
文
前
校
長

　

懐
か
し
い
青
陵
高
校
へ
10
年
ぶ
り
に
帰
り
、

3
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統

を
誇
る
素
晴
ら
し
い
学
校
で
、
真
面
目
、
前
向

き
に
努
力
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
力
の
あ
る
生
徒
が
多
く
い
ま
し
た
ね
。
今
後

も
高
い
志
を
持
っ
て
社
会
に
貢
献
、
け
ん
引
す

る
人
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　[略歴]　いずみ・ひろあき　美咲町（旧柵原町）出身。津
山高校から岡山大学大学院教育学研究科修了。専門は数学。
瀬戸南を振り出しに笠岡教頭、青陵教頭・副校長を５年。
玉野商工校長から第24代青陵校長として着任。岡山市在住。

　

会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
同
窓
会
運
営
に
何
か
と
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
ほ
ぼ
終
息
、
昨
年
に
続
き
本
部
、
各

支
部
の
総
会
を
す
べ
て
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
慶
ば
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
同
窓
会
を
運
営
す
る
に
あ
た
り
課
題
も
出
て
ま
い
り
ま
し

た
。
い
か
に
し
て
若
い
世
代
の
会
員
に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
く
か
も

そ
の
一
つ
で
す
。

　

直
ち
に
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
な
が
ら
今
後
の
同
窓
会
運
営
を
、
よ
り
実
の
あ
る
も
の
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
更
な
る
母
校
発
展
の
た
め
一
層
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

若
い
会
員
へ
の
バ
ト
ン
が
課
題

同窓会会長　岡田　展弘 （25期）

炎
暑
の
中
、２
０
０
人
元
気
に

ご

あ

い

さ

つ

同窓会本部総会 （令和６年８月４日、倉敷アイビースクエア）

メッセ
ージ
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　♪春のうららの墨田川…。総会と懇
親会の合間に、長年司会を担当してい
る妹尾（旧姓小郷）美穂子さん＝31期
＝が軽やかな歌声を披露してくれまし
た。会場は総
会の緊張感か
ら一転、和や
かな雰囲気に
包まれました。
　女声コーラ
ス グ ル ー プ

「Ｌａ Ｖｏｃｅ」
を主宰する妹
尾さんは白いドレス姿で、まず、今年
のＮＨＫ大河ドラマ『光る君へ』に登
場する清少納言の代表作『枕草子』の
有名な冒頭「春はあけぼの…」を感情
込めて朗読しました。
　次いで、その内容に沿って季節の歌

「花」「夏は来ぬ」「里の秋」「ペチカ」
の４曲をピアノ伴奏によりメドレーで
歌い上げました。
　最後に、聞き慣れたシャンソン「オー・
シャンゼリゼ」のアレンジで「オー・
セイリョー」を全員でにぎやかに歌っ

　

第
15
回
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
本
部
同
窓
会
か
ら
岡
田

会
長
、
泉
校
長
、
事
務
局
・

林
先
生
、
九
州
大
学
と
福
岡

教
育
大
学
の
現
役
学
生
２
人

を
含
む
計
10
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
昨
年
よ
り
も
さ
ら
に

減
り
、
や
や
寂
し
い
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

加
藤
九
州
青
陵
会
会
長
は

「
こ
れ
ま
で
は
少
し

残
金
が
あ
り
ま
し

た
が
、
料
理
代
や

通
信
費
が
け
っ
こ
う

か
か
り
ピ
ン
チ
で
す

（
笑
い
）」
と
悩
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
日
程
は

３
連
休
の
初
日
に

当
た
り
ま
し
た
。
多

く
の
人
が
出
席
し

や
す
い
よ
う
に
、
次

回
か
ら
11
月
に
開

催
す
る
こ
と
に
変

更
す
る
予
定
で
す
。

　

九
州
、
山
口
か

ら
の
参
加
を
待
っ
て

い
ま
す
。

料
理
に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
…

季節の歌メドレーを披露する
妹尾美穂子さん

司
会
の
妹
尾（  

　
）美
穂
子
さ
ん
＝
31
期
＝

旧
姓

小
郷

て締めました。時間にして
20分、参加者は本格的な声

楽を堪能しました。
　同窓会役員からの出演依頼に、「え
えっ、（前年の）松本和将さん＝49
期＝の後？！」と驚いたそうですが、
司会とミニコンサートの〝二刀流〟
を見事にこなしました。ご苦労さま
でした。
　妹尾さんは８月末には「Ｌａ Ｖｏｃｅ」
を率いて「全日本おかあさんコーラ
ス大会」（札幌）に参加しました。
令和７年１月５日には倉敷国際ホテ
ルでランチコンサートを予定するな
ど、司会業と声楽で大活躍していま
す。

   季節の歌メドレー披露

フィナーレの校歌斉唱をリードする武本幸寿さん

九
州
青
陵
会
の
参
加
者

　

洋
画
家
・
木
口
敬
三（
本
名

賢
太
郎
）さ
ん
＝
11
期
、
写
真

＝
の「
風
と
動
き
の
心
象
風
景

展
」が
令
和
5
年
11
～
12
月
の

６
日
間
、天
満
屋
倉
敷
店
で
開

か
れ
ま
し
た
。同
店
で
隔
年
に

１
回
の
恒
例
展
で
す
。

　

今
回
は
心
象
風
景
を
中

心
に
銅
版
画
5
点
を
含
む

新
作
・
旧
作
29
点
を
展
示

し
ま
し
た
。そ
の
中
の
１

点「
お
ど
る
鋪（
し
き
）
石
：

青
」は
青
基
調
の
中
で
風

に
動
く
紙
の
鋪
石
か
ら
生

命
を
表
現
し
て
い
ま
す
。初
日
か
ら
自
宅

の
画
塾
の
教
え
子（
大
学
生
）ら
大
勢
の

関
係
者
や
美
術
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、熱
心
に

見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

木
口
さ
ん
は
中
学
、青
陵
を
通
じ
て
美

術
部
で
し
た
。

□
…
青
陵
高
校
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
の
緞
帳
は

木
口
敬
三
さ
ん
の
デ
ザ
イ
ン
で
す
／
長
女
裕
香

さ
ん
は
47
期
、
次
男
賀
之（
よ
し
ゆ
き
）さ
ん
は

55
期
で
す
。

　〈表紙の作品〉　洋画家・
木口敬三さんの作品「鋪（し

き）石」。木口さんは武蔵野
美術大学を卒業後、フラン
スに３年留学。帰国後、心
象風景や版画での表現活動
60年。スウェーデン国際版
画展優秀賞など受賞多数。
中国デザイン専門学校（岡
山市）の非常勤講師を30年
務める／背景写真は校門付
近から校舎を望む。

参加者が減り悩み

（
令
和
６
年
10
月
12
日
、福
岡
・
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

表紙の洋画作者

木 口 敬 三さん
（11期）

倉
敷
で
恒
例
の
心
象
風
景
展

九
州
青
陵
会
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＊
佐
藤
尚
彦
さ
ん（
38
期
）

　
「
12
年
前
に
初
参
加
し
て
か
ら
毎
年

ず
っ
と
出
席
し
て
い
ま
す
。今
は
理
事
で

す
。青
陵
時
代
、
部
活
に
は
入
ら
ず
、
小
4

で
始
め
た
少
林
寺
拳
法
を
高
２
ま
で
8
年

間
続
け
、
全
国
大
会
に
3
回
出
場
し
ま
し

た
。初
段
の
黒
帯
で
す
。旭
化
成
㈱
に
就

職
、
合
成
ゴ
ム『
エ
ラ
ス
ト
マ
ー
』の
配
合

加
工
研
究
を
通
じ
た
素
材
の
用
途
開
発
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。ほ
ぼ
こ
の
仕
事
一
筋

で
、
会
社
人
生
の
80
％
を
占
め
て
い
ま
す

ね
。特
許
も
年
1
、
2
件
出
願
し
て
い
ま

す
。顧
客
訪
問
で
中
国
な
ど
国
内
外
に
出

張
、倉
敷
に
も
行
き
ま
す
よ
。管
理
職
で
す

が
、じ
っ
と
し
て
い
ま
せ
ん
」

（
倉
敷
市
出
身
、横
浜
市
在
住
）

　総会の案内を前回までは郵送で
行っていましたが、今回から電子メー
ルと東京青陵会ホームページによる
案 内・ 告 知 と
し ま し た。 こ
のことは会の案内で昨年お知らせを
行い、電子メールアドレスの登録を
お願いしていました。
　 ま た
13年 ぶ
り に 会

場を変更することにより、昨年の参
加費11,000円を8,000円に下げるこ
とができました。繰越金が年々減り、
会の存続が危ぶまれてきたため郵送
案内をやめ会場を変えました。その
甲斐あって参加費を下げても黒字と
なり健全な収支で運営できるように
なりました。
　前置きが長くなりましたが、今回
は来賓を含めて60人にご参集いただ

き、総会・懇親会を開催しました。
来賓としてご出席いただいた泉校長、
岡田本部同窓会会長、金谷同副会長、

倉敷市東京事
務所の木村所

長、本部同窓会事務局の林先生、そ
して会場に足を運んでくださった東
京青陵会の皆さま、誠にありがとう

ご ざ い ま
した。
　 料 理 を

食べるのを忘れるくらい会話
がはずみ、デザートの余る
テーブルがたくさんあったよ
うです。集合写真を撮影後、
来年の再会を誓いお開きとし
ました。
　金谷副会長には急なお願い
にもかかわらず、校歌斉唱の
演舞を担当していただき感謝
しております。
　関東近辺にお住まいでメー
ルアドレス登録をされてい
ない方は、「東京青陵会ホー
ム ペ ー ジ 」（https:// tokyo-

seiryo.jp）より行ってください。次
回の参加案内をします。

　

東
京
青
陵
会
（
高
橋
祥
二
会
長
）

は
令
和
６
年
６
月
、
港
区
の
と
っ
と

り
・
お
か
や
ま
新
橋
館
で
開
か
れ
た

岡
山
県
高
校
同
窓
会
在
京
連
絡
協
議

会
の
総
会
に
出
席
、
加
入
を
決
め
ま

し
た
。

　

同
協
議
会
は
前
年
か
ら
岡
山
県
東

京
事
務
所
の
主
導
で
立
ち
上

げ
を
進
め
、
同
窓
会
在
京
会

役
員
を
会
員
と
し
て
正
式
発

足
し
ま
し
た
。
青
陵
会
役
員

へ
の
参
加
要
請
に
応
じ
た
も

の
で
す
。

　

総
会
に
は
、
青
陵
会
か
ら

日
岡
秀
和
事
務
局
長
（
30
期
）

ら
２
人
が
出
席
、
新
会
員
と

し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
規

約
改
定
後
、
代
表
世
話
人
の

水
口
信
一
西
大
寺
高
校
同
窓

会
東
京
支
部
顧
問
を
初
代
会

長
に
選
出
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
朝
日
、
西
大
寺
、

新
見
、
玉
島
、
津
山
、
高
梁
、

岡
山
南
、
岡
山
東
商
、
林
野
、
玉
野
、

操
山
、邑
久
に
青
陵
が
加
わ
り
13
校
で
す
。

　

日
岡
事
務
局
長
は
「
冊
子
を
作
成

し
て
い
る
学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
費

用
や
配
布
人
数
面
か
ら
、
と
て
も
真

似
が
で
き
ま
せ
ん
。
支
部
の
行
事
・

活
動
、
若
い
世
代
の
同
窓
会
参
加
策

な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
す
る
場
と

し
て
付
き
合
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

同窓会在京連絡協に加入 日
岡
さ
ん
ら
役
員
参
加

活
動
ぶ
り
吸
収
へ

12
年
前
か
ら
連
続
出
席
、理
事
に

参加者ひとこと メ
ル
ア
ド
登
録
お
願
い

元
気
に
集
っ
た
東
京
青
陵
会
の
メ
ン
バ
ー

＝
ル
ポ
ー
ル
麹
町

東京青陵会 （令和６年６月８日、東京・ルポール麹町）支部だより

事務局長　日　岡　秀　和（30期）

メールとＨＰで案内、参加60人
盛
り
上
が
る
懇
親
会
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令
和
６
年
度
の
近
畿
青
陵
会
総
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
で
5
月
26
日
に
開
催
し
ま
し
た
。出
席
者

は
、
来
賓
４
人
を
含
め
7
期
か
ら
52
期
ま
で
の
計
69
人
で
し

た
。今
年
は
役
員
改
選
が
な
く
、
会
計
報
告
と
予
算
案
が
満
場

の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
今
年
４
月
に
着
任
し
た
泉
浩
明
校
長
か
ら
ご

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。後
輩
た
ち
が
、
勉
学
は
も
ち
ろ
ん

競
技
か
る
た
や
野
球
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
様
子
や
、
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

の
教
育
予
算
を
獲
得
し
、
新
し
い
時
代
に
踏
み
出
し
つ
つ
あ
る

こ
と
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。さ
ら
に
、
岡
田
展
弘
本
部
同
窓
会

会
長（
25
期
）は
、
ご
挨
拶
の
中
で
37
期
以
降
の
若
い
方
々
の
参

加
が
同
窓
会
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。総
会

に
続
き
、
細
田
貴
道
同
副
会
長（
31
期
）の
乾
杯
発
声
で
懇
親
会

に
移
り
ま
し
た
。

　

間
近
に
大
阪
城
を
望
む
明
る
い
会
場
で
、
持
参
し
た
卒
業
ア

ル
バ
ム
を
仲
間
と
一
緒
に
見
る
人
も
い
ま
し
た
。円
卓
の
あ
ち

こ
ち
か
ら
談
笑
が
起
き
、
一
気
に
高
校
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
で

す
。

　

特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
の

中
務
真
人
教
授（
33
期
）に「
私
の
仕
事
―
ア
フ
リ
カ
・
化
石
・

発
掘
」と
題
し
た
ミ
ニ
講
演
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

中
務
先
生
は
青
陵
時
代
、
山
岳
部
で
同
期
の
皆
さ
ん
が
、
近

畿
以
外
か
ら
も
大
勢
駆
け
つ
け
ま
し
た
。司
会
の
中
川
京
子
さ

ん（
35
期
）が
円
卓
を
回
り
、
山
岳
部
の
方
々
や
、
一
人
で
参
加

し
て
く
れ
た
最
若
手
、
52
期
の
伊
原（
旧
姓
徳
永
）有
紀
さ
ん
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。軽
妙
な
や
り
取
り
に
、
会
場

は
い
つ
に
も
増
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。最
後
に
恒
例
の
校

歌
斉
唱
を
し
ま
し
た
。ご
来
席
の
皆
様
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

　

来
年
は
5
月
25
日（
日
）に
開
催
す
る
予
定
で
す
。担
当
幹
事

は
27
期
、28
期
で
す
。奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

幹
事　

藤
　
田
　
桂
　
子
（
35
期
）　

69
人
参
加
、盛
り
上
が
り
例
年
以
上

　京都大学大学院理学研究科・中務真人教授の講演
は、専門の人類学から「私の仕事－アフリカ・化石・
発掘」というテーマでした。研究領域の１千万年前
から700万年前に生まれたゴリラ、人、チンパンジー
の進化について、スライドを使い20分間、分かりや

すく話してくれました。
　ケニアの人たちと共
に生活し、類人猿の化
石の発掘と研究を30年
以上続けてきました。

「知的好奇心が原動力」
という基礎研究の奥深
さと現地でのご苦労に
思いをめぐらせながら

聴きました。
　中務さんは京都大学理学部から大学院理学研究科
博士課程に進み、博士（理学）となりました。同研
究科の助手、准教授を経て教授を務めています。ほ
ぼ京大一筋の研究生活です。
　同じ理学研究科には、青陵の５期先輩で令和６年
３月、定年退官した分子生物学の森和俊教授（28期）

＝現京大高等研究院
特別教授＝がいまし
た。「会議などで時々
お会いしていました。

同じ研究科に青陵が２人いたんですよ。珍しいこと
でしょう」と言います。
　近畿青陵会には初参加の中務さんですが、同期17
人が倉敷、岡山、横浜から大挙参集して話に耳を傾
けました。
　山岳部では中国地方や兵庫をはじめ、立山や槍ヶ
岳など多くの山々を制覇しました。同期17人のうち
５人は山岳部の仲間でした。

中務教授・類人猿研究30年

「アフリカ・化石・発掘」を熱弁

類人猿について講演する中務真人
さん＝小原康正さん提供

昨
年
よ
り
多
い
69
人
が
参
加
し
た
近
畿
青
陵
会
総
会

＝
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

（
　
　
　
　
）

令
和
６
年
５
月
26
日
、

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪

近
畿
青
陵
会

京大大学院教授・中務真人さん（33期）  講演
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　 令 和 ５ 年 秋、 ノ ー
ベル文学賞受賞劇作家
ヨ ン・ フ ォ ッ セ（ ノ ル
ウェー）の初の邦訳書『だ
れか、来る』が刊行されま
した。その翻訳者が新聞記事
などから河合純枝さん（10期）
＝写真＝と判明しました。
　同書は、一組の男女を軸に展開する観念
小説の表題作に加え、エッセー一編を収録
しています。
　新聞記事によると－。河合さんは岡山大
学を卒業、結婚してドイツのベルリンで翻
訳家として活躍しています。中でもフォッ
セの作品を長年手がけてきた人で、20年来
の親友です。「共に舞台を観て共に語り、共
に食し共にバカンスを過ごし、信頼のおけ
る長いおつきあいである」と、親密な交流

ぶりを語っていま
す。
　従って、巻末の
30㌻に及ぶ解説
文は単なる作家と
訳者を超えた濃い
内容です。「私は
あくまでフォッセ

の影のサポーター
です」と謙虚なが

ら、彼の人間性への
深い理解から作品の

深層にまで迫っていま
す。

　河合さんの妹の友人、
小寺（旧姓安田）三喜子さ

ん＝12期＝は「学校時代から
優秀でアメリカに留学、ギリシャ

でも仕事をし、ドイツに定住しました。
毎年春、桜を見に総社市の妹宅に帰省し
ていましたが、今年（令和６年）は都合
で帰れませんでした。『地下のベルリン』
という著書もありますよ」と、半生の歩
みを話してくれました。
□…本稿は令和５年10月12日付、同６年２月

18日付の各山陽新聞を参考にしました／写真

はインターネットより／河合さんは令和６年

夏、亡くなられました。

　

国
内
で
初
め
て
承
認
、
発
売

さ
れ
た
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

新
薬
に
つ
い
て
令

和
5
年
12
月
、

医
療
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
・
ア
セ
ス
メ

ン
ト
研
究
所
長
・

久
繁
哲
徳
（
ひ
さ
し

げ
・
あ
き
の
り
）
医
師

（
19
期
）
＝
徳
島

市
在
住
＝
が
新
聞
に
寄

稿
し
た
記
事
を
拝
見
し

ま
し
た
。
久
繁
さ
ん
は

社
会
医
学
専
攻
で
、
医

療
技
術
評
価
と
医
療
経

済
学
と
い
う
特
殊
な
分

野
の
専
門
家
で
す
。

　

日
本
の
軽
度
の
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
患
者
は

約
１
６
０
万
人
い
て
、

製
薬
会
社
に
よ
る
と
、

そ
の
う
ち
5
万
～
６
万

人
が
投
薬
対
象
で
す
。

　

久
繁
さ
ん
は
「
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
進
行

を
遅
ら
せ
る
新
薬
『
レ

カ
ネ
マ
ブ
』
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
が
、
薬
の
効

能
に
多
く
の
疑
問
点
が

あ
り
検
証
が
必
要
で
、

迅
速
な
承
認
は
や
や
不
可
解
で

す
」
と
指
摘
、「
極
め
て
市
場

規
模
の
大
き
い
薬
で
す
が
、
効

果
が
不
明
確
な
薬
剤
は
承
認
す

べ
き
で
は
あ

り
ま
せ

ん
」

と断
言
し

て
い
ま
す
。

　

久
繁
さ
ん
は
岡
山
大
学

医
学
部
を
卒
業
後
、
徳
島
大

学
医
学
部
教
授
と
な
り
、
世

界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
欧

州
地
域
事
務
局
顧
問
な
ど
を

歴
任
し
ま
し
た
。
青
陵
時
代

は
美
術
部
で
、
岡
山
大
学
特

設
美
術
科
募
集
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
特
選
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

文
化
功
労
者

で
ノ
ー
ベ
ル
賞
候
補
・
森
和
俊
京
都
大
学
大
学
院
教

授
（
28
期
）
＝
現
京
大
高
等
研
究
院
特
別
教
授
＝
が
、
令
和
5
年
10

月
1
日
、
わ
が
国
の
科
学
者
の
代
表
機
関
「
日
本
学
術
会
議
」
の
会
員
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
6
年
で
す
。

　
　

会
員
は
人
文
・
社
会
科
学
を
含
む
幅
広
い
学
術
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
2
1
0
人
で
、
最

高
峰
の
優
れ
た
業
績
を
も
つ
研
究
者
ば
か
り
で
す
。

　

森
さ
ん
は
細
胞
内
の
異
常
な
タ
ン
パ
ク
質
を
検
知
、
修
復
す
る
仕
組
み
「
小

胞
体
ス
ト
レ
ス
応
答
」
の
テ
ー
マ
と
出
合
っ
て
35
年
、
ノ
ー
ベ
ル

賞
候
補
と
目
さ
れ
て
10
年
に
な
り
ま
す
。

久繁哲徳さんの新聞寄稿文
（顔写真は久繁さん）＝令和
５年12月３日付山陽新聞

森
京
大
教
授
（

　　　
）
日
本
学
術
会
議
会
員
に

28期

ノ
ー
ベ
ル
賞
劇
作
家
の
初
の
邦
訳
書
を
刊
行

翻
訳
家
・
河
合
純
枝
さ
ん（
10期
）＝
ド
イ
ツ
在
住
＝

久繁哲徳医師（19
期）新聞に寄稿　アルツハイマー病の新薬アルツハイマー病の新薬

「効果不明確  承認に疑問」
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シ
ャ
ン
ソ
ン
の
祭
典
「
岡
山
パ
リ

祭
２
０
２
３
」
が
、
令
和
5
年
10
月

28
日
に
岡
山
市
の
ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
こ
の
道
25
年
の
藤
原
（
現

姓
松
山
）
素
子
さ
ん
＝
36
期
、
東
京

都
在
住
＝
が
里
帰
り
出
演
し
ま
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
は
ソ
ロ
で
「
三
つ
の
小

さ
な
音
符
」、
デ
ュ
エ
ッ
ト
で
「
ラ
ス

ト
・
ワ
ル
ツ
」、
合
唱
も
含
め
計
６
曲

を
、
声
量
豊
か
な
低
音
で
情
感
た
っ

ぷ
り
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。
シ
ャ
ン

ソ
ン
の
魅
力
を
聴
衆
に
披
露
、
１
曲

〝
3
分
間
の
ド
ラ
マ
〟
に
大
き
な
拍
手

が
起
き
ま
し
た
。

　

パ
リ
祭
は
シ
ャ
ン
ソ
ン

歌
手
・
石
井
好
子
（
故
人
）

が
東
京
で
始
め
、石
井
と
親
交
の
あ
っ

た
元
五
輪
競
泳
選
手
・
木
原
光
知
子

＝
岡
山
市
出
身
、
故
人
＝
が
平
成

4
年
に
岡
山
へ
誘
致
し
て
31
回
開

き
ま
し
た
。
今
回
は
地
元
岡
山
出

身
の
歌
手
ら
が
中
心
に
な
り
新
体

制
で
開
い
た
１
回
目
で
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
は
13
回
目
の
参
加

で
、
岡
山
パ
リ
祭
の
常
連
歌
手
で

す
。
今
回
は
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や

演
出
を
は
じ
め
出
演
者
も
ゲ
ス
ト

を
除
い
て
す
べ
て
地
元
の
人
た
ち

が
自
主
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

〝
岡
山
へ
の
愛
〟
に
燃
え
、
話
し

合
い
な
が
ら
手
づ
く
り
し
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
は
青
陵
卒
業
生
で
は

珍
し
い
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
で
す
。

し
か
も
経
歴
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
青

陵
時
代
は
演
劇
部
で
、
芸
術
系
大
学

で
は
な
い
中
央
大
学
文
学
部
に
進
学

後
は
小
劇
団
に
所
属
し
ま
し
た
。
銀

座
の
バ
ー
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

た
時
に
歌
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

「
歌
は
苦
手
だ
っ
た
の
で
先
生
に
つ
い

て
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
ん
で
す
よ
。

た
ま
た
ま
ジ
ャ
ズ
と
シ
ャ
ン
ソ
ン
の

先
生
だ
っ
た
こ
と
か
ら
シ
ャ
ン
ソ
ン

に
は
ま
り
ま
し
た
ね
」
と
い
う
き
っ

か
け
で
こ
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

　

岡
山
パ
リ
祭
は
令
和
5
年
に
続
く

同
6
年
7
月
14
日
に
も
岡
山
市
の
岡

山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ
ノ
ワ
で
開
催
、

藤
原
さ
ん
は
２
年
連
続
出
演
、「
ジ
ョ

リ
・
モ
ー
ム
」
な
ど
２
曲
を
披
露
し

ま
し
た
。

シ
ャ
ン
ソ
ン

情
感
た
っ
ぷ
り
に
歌
い
上
げ
る
藤
原
素
子

さ
ん
＝
令
和
5
年
10
月
28
日
、
岡
山
市
の

ル
ネ
ス
ホ
ー
ル
（
小
島
道
義
さ
ん
提
供
）

　シャンソンとは　ルーツは古く中世ヨーロッパ。日本語で
いうと歌謡、小唄の意味。フランスの象徴的な音楽ジャンル
であり、世界に普及している。歌詞が物語性を持ち、ストー
リーと繰り返しの部分、さらに日常会話もあり、歌手が自分
の個性を生かし情感を込めて演じ、歌い上げるのが特徴。

　現代アートを収集する㈱クラビズ社長・
秋葉優一さん（47期）が令和６年４月、アー
トの発信拠点を倉敷一番街商店街の自
社ビル（倉敷市阿知）３階にオープ
ンしました。ウェブ制作や衣料品
販売に次ぐ新規事業です。
　 施 設 を「 Ｋ Ａ Ｇ（ カ グ ）」

（KURASHIKI AVANT-GARDE）
と名付けて、人種、ジェンダー、
紛争などをテーマに、創作す
る国内外の作家を取り上げま
す。映像、音楽、インスタレー
ション（空間芸術）といった多
彩なジャンルの作品を随時紹介
していきます。
　こけら落としには、現代アート
をけん引する米国の写真家ナン・ゴー
ルディンの半生を描いた映画、雑誌『美
術手帖』の編集長らの公開講
座がありました。珍しいスペー

スのオープンに、多くのアートファン
らが訪れました。
　５月にはアーカイブ展を開催して、
1960年代に米国のアーティストらで
結成し、労働や紛争問題と向き合った

「アートワーカーズ連合」の活動ぶり
を紹介しました。
　親交のある大学准教授と相談しなが
ら立ち上げた秋葉さんは「アートを通
じて世界
の課題へ
の関心を
促す場に
なれば幸
い で す 」
と抱負を
述べてい
ました。
　今や、多角的新規事業を次々開拓する気鋭の事
業家です。
　秋葉さんは青陵時代、３年間サッカー部に所属
していましたが、「チームがあまり強くなかった
ので華々しい思い出はないですね」と残念がりま
す。青陵祭ではクラスの仲間５人とバンドを組み
ギターとボーカルを担当、オリジナル曲を演奏し
ました。
　一つ先輩に（「東京事変」の）伊澤啓太郎（一葉）
さんがいたそうです。
□…本稿の一部は令和６年４月19日付山陽新聞を参考に
しました。

現
代
ア
ー
ト

倉
敷
一
番
街
に
発
信
拠
点
開
設

倉
敷
一
番
街
に
発
信
拠
点
開
設

会
社
経
営

秋
葉
優
一
さ
ん（
47期
）

ア
ー
カ
イ
ブ
展
を
企
画
し
た
秋
葉
優

一
さ
ん
＝
令
和
６
年
５
月
、
Ｋ
Ａ
Ｇ

藤原素子さん（　）36期

岡山パリ祭常連歌手


